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私
たち
「NPO法人パートナーシップながれやま」
は
、誰
もがともに個性や能力を十分に発揮できる
社会づくりに
役立ちたいと考え、「子育てにやさしいまち」づくりなどに力を入れています。
　
　
下の表は、流山市
企画政策課
男女共同参画室から委託された事業の１つ
「わたしへのごほうび講座」の講座日程です。
ご覧のとおり、女性のエンパ
ワーメントを応援す
る
講座と
して
行っています。
)　



 (
代表
山口
文代
さん
)


◆連続講座「わたしへのごほうび講座～ハッピーな母親になるために～」対象：子育て中の女性
	回
	日　程
	テ　ー　マ
	講　師

	１
	５月１９日(木)
10:00～12:00
	プチコンサート＆親子であそぼ！あそぼ！
一時保育オリエンテーション
	○

	２
	５月２６日(木)
10:00～12:00
	おしゃべりティータイム　
～自分のいいとこ　さ・が・し～
	○

	３
	６月　２日(木)
10:00～12:00
	男女共同参画ってなぁに！
～ひとりひとりが活かされる社会に…～
	○

	４
	６月　９日(木)
10:00～12:00
	ハッピーな母親になるために！　Ⅰ
～ココロのもやもやはワタシだけ？ ～
	○

	５
	６月１６日(木)
10:00～12:00
	ハッピーな母親になるために！　Ⅱ
～頑張りすぎない子育てのススメ～
	○

	６
	６月２３日(木)
10:00～12:00
	ワタシの一歩をはじめたい！
～主婦たちのステキ探し！～
	○

	７
	６月３０日(木)
10:00～12:00
	終了式　ワタシへのごほうび見つけた！
～自分らしく歩きはじめたワタシ～
	○


 (
「ごほうび
講座
」という
名前は、
エセナおおたの
坂田さんからお借りし
ています。保育をつけていても、最初はそこに預けることさえためらっていたママたちが、
この
連続講座を通して、少しずつ
「自分らしさ」
を取り戻していく
の
です。
だったら、
その気付きや元々持っていた力を地域に生かして欲しい
と、
講座修了生有志（
流山子育て
プロジェクト）
に
右のような取組を投げかけたんです。
)
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 (
やはり講座を重ねることの効果は大きいんですね。
それに、自分自身のもやもや感を解消して終わるのではなく、その力を地域に生かすための投げかけをしているというのは、これまで考えたこともありませんでした。
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 (
１　
子供
との関わり
　
○
６割以上の人は、平日子供と過ごせる時間は1時間未満である。
２　子育ての楽しさと育児の得意分野
　○９９％の人が子育てを楽しいと感じている
　○育児で得意なこと第1位は「お風呂に入れること」
　○育児で苦手な子と第1位は「泣き止ませること」
３　子育ての阻害要因と職場の理解
　○子育ての阻害要因としては、「仕事の忙しさ」が最も大きい
４　地域活動への参加や地域でのパパ友づくり
　○６割の人は、地域活動やボランティア活動に全く参加していない
　○実は「参加したい」が５割
５　子育てについて思うこと（自由記述）
　・初めは不安だらけだったが、今では子育てをしていて自分も成長させられていることに
気付いた
。
　・幼児期は一生の中で数年なので社会全体が男性も関わることに理解があってもよいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等々
)
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まずは、
パパ
た
ちの
子育てに
関する意識や実態を
把握すること
で、
自分たちができることは何かを考えたママたち
は、パパの子育てを応援したいとハンドブックをつくろうという企画を立てました。
ハンドブックをつくることで、
パパ
友づくりや
地域参
加のきっかけになれば
と考えたんですね。
)






 (
一般的に言われている子育てパパの実態ではなく、実際に自分たちでアンケートを取
ったことで、他人事ではなく、
当事者意識を持つことになった
のだと思います。
それに、
共に同じ意識を持った者同士で、ハンドブックをつくり上げる過程でも、様々な学びが生まれた
のではないでしょうか。
)
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 (
★　
もくじ
　★　
特集　安藤哲也さんインタビュー　～さらばイクメン！～
流山のステキなパパたち紹介（インタビュー）
　・キウイハズバンドのニュージーランド的子育て
　・子どもや家族が中心の自営業ならではのワーク・ライフ・バランス
　・育休ライフ（育児休暇）から見えてきた子育ての極意
　・地域活動への参加で充実の地元ライフを満喫！
　・家事や育児も助け合ってワーキングマザーを支えるパパ
遊び場MAP～子どもと一緒に出かけてみよう～
子どもとの外出のコツ
地域に出よう！　パパ友作ろう！
流山のパパ７０人に聞きました
～未就学児を育てるパパの子育て意識と実態～
寄稿文「流山
のパパ70人聞きました」の調査結果を見て　西山恵美子さん
これで解決！「育児の困った…」
いざという時の応急処置・オススメ図書
ママからの応援メッセージ
)
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 (
まさに、アンケート
の結果を踏まえた内容ですね。
目次を見ただけでも、この冊子が出来上がるまでに、「誰に取材するか」「どんなMAPを載せるか」「パパが地域に出るにはどうしたらよいか」など、実に
様々な検討を重ねた
ことが想像できます。
そうした過程
こそが本当の学びなのではないでしょうか。
)
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そうなんですよ。ただ、やはりそのようにママたちが、集中して取り組むことができるようにするには、「
一時
保育」をつけるというのは大切だと思います。
　私
たち
は、ママたちのそばで
「つかず、離れず」
見守り、困った時にはアイディアを出すという手伝いの仕方をしていました。
)






 (
　「
つかず
、離れず」というのは、想像以上に大変そうな気がします。
僕などは、何でも自分で決めてしまいがちなので、気をつけなければいけないな。
)
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 (
　
ハンドブック「男の子育てIN流山
」の「はじめに」では、この冊子を作ったママたちの代表青木さんが、この取組を振り返って言葉を寄せています。一部ですが、紹介しますね。
)



 (
はじめに
　
私たち「流山子育てプロジェクト」は流山市主催の保育付き講座「わたしへのごほうび講座」修了生と講座企画・運営担当である「NPO法人パートナーシップながれやま」とで発足した団体です。子育て中の母親の孤立を解消し、女性も男性もより活き活きとした子育てができる環境の整備、勤労世代のネットワーク化、地域参加・参画を目指し活動しています。
　今年度は、パパの子育てを応援するとともに地域参加へのきっかけになればと、流山市民活動公益事業の補助を受け、このハンドブックを作成しました。作成にあたっては、乳幼児を抱えるママたちが、おっぱいをあげながら会議を行い、子
どもと一緒にアンケート調査、インタビュー取材、記事執筆と慣れない
活動を頑張りました。
　大変でしたが「私も社会参加しているんだ！」という、充実感に満ちた1年でした。この経験を心の履歴書の1行に書きくわえて、自信を持って、また新しい世界に飛び出していけたらと思います。
　
　
（略）
震災は、地域にネットワークを築き、互いに助け合うことの大切さを私たちに教えてくれました。「いざ、という時」頼りになるのは、遠方に住む親兄弟（姉妹）親戚ではありません。自分自身ですら頼りになるとは限らない状況の中で、地域に助け合える仲間がいることはどんなに心強いことでしょう。もちろん「いざ、という時」に一番に励まし合い、頼りにしたいのはパートナーであることは言うまでもありません。
子育て期は、ママだけでなくパパも、子どもを通じて周囲との関係を広げ深める素晴らしい機会です。また、子育ては成長の瞬間に立ち会う感動の経験です。どうぞ、今しかない子どもとの生活を家族と一緒に存分に楽しんでください。
ハンドブックが皆さんの子育ての一助になれば幸いです。私たちはみなさんの挑戦を心から応援しています。取材等に御協力いただきました皆様に感謝申し上げます。
流山子育てプロジェクト　代表　青木八重子
)



















 (
　
こうした学びを経た「
流山子育てプロジェクト
」
は、
結成して5年目を迎えた平成26年には、書き込み式
乳幼児を持つ家庭のための
「私にもできる防
災・減災ノート」（右）をつくるなどして、ますます活躍しています
。私たちも、引き続き
ママたち
の
「自分育て」と「地域づくり」を
応援していきたいと思っています。
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